
き
ょ
う
の
予
告
先
発

全
九
州
高
校
陸
上
新
人
県
予
選

崇城大｜東海大【崇城大】打安点米 井４２０大 山２００
一 芹 井１００白 川４２２堀 ４１０税 所４００
走 村 端０００原 田３００福 島４３０岩 田２１０
遊 別 府０００
打 戸 田１１１
遊 桑 田０００西 村３００
打 宮 内１００
二 桝 屋０００
振球犠併残───
４２３０８

３【東海大】打安点田 浦３００
打 前 田００１廣 瀬４１０武 安３００藤 川４００津 上３００
三 岩 倉０００
三 牛 島０００江 藤４２０中 川４１０猪 口４２１
走 江 頭０００伴 ２１２
振球犠併残───
３３３２７ ７４投 手回 打安澤 田１⅓８４田 中 0/3１１佐 藤７⅔ ２…………………辻 ６⅓ ８村 上２⅔ ２学園大｜熊本大【学園大】打安点下 山４１１今 西４２１吉 川５１１

走 飯 星０００
一 佐々原０００嶋 ４００野々口３００
打 本田哲１００
走 早 瀬０００有 吉４２１金 子４１０
走 竹 内１１１本田勇４１０林 ２００
振球犠併残───
２２３０９ ９５【熊本大】打安点渡 辺４００
二 廣 山０００川 原４００黒 田３００岩 貞４００林 ４１１
左 松 島０００
打 中 野１００大 渕４１０
三 宜野座０００藤 田４０１重 原４２０北 島４０１
振球犠併残───
９２０１７ ４３投 手回 打安古 賀３⅔ ３増 田６⅓ １…………………佐 野

９

第1回大会（1987年）

第2回大会（91年）

第3回大会（95年）

第4回大会（99年）

第5回大会（2003年）

第6回大会（07年）

第7回大会（11年）

第8回大会（15年）

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
　
日
本
の
全
成
績

18
7
23

●
●
●

21
60
42

米　国
イングランドオーストラリア

9
16
52

●
●
●

47
32
8

スコットランドアイルランドジンバブエ

10
28
17

●
●
●

57
50
145

ウェールズアイルランドニュージーランド

9
15
12

●
●
●

43
64
33

サモア
ウェールズアルゼンチン

11
29
13
26

●
●
●
●

32
51
41
39

スコットランドフランスフィジー米　国

3
31
18
12

●
●
●
△

91
35
72
12

オーストラリアフィジーウェールズカナダ

21
7
18
23

●
●
●
△

47
83
31
23

フランス
ニュージーランドトンガ
カナダ

34●
９月23日
10月３日
12日

※日付は日本時間

32 南アフリカスコットランドサモア
米　国

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

1次リーグ敗退

先発メンバー
（東芝） （パナソニック） （サントリー）

（東芝） （サントリー）

（パナソニック）

（サントリー）

（ヤマハ発動機）

（リコー）

（サントリー）
（パナソニック）

（近鉄） （東芝）

（クボタ） （ヤマハ発動機）

三 上
堀 江

畠 山

リーチ
ツ イ

田 中

小 野

五郎丸

ブロードハースト

松 島

山 田

トンプソン 大 野

立 川
サ ウ

南
ア
に
―

サ　モ　ア日　　　本南アフリカスコットランド米　　　国

①
②
③
④
⑤

勝
ち
点

4
4
2
0
0

南
ア
フ
リ
カ

ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド

サ
モ
ア

日　
　
本 米　

　
国

－
10/3
9/27
10/10
16●25

10/3
－
32●34
9/23
10/12

9/27
34○32
－
10/4
10/8

10/10
9/23
10/4
－
9/27

25○16
10/12
10/8
9/27
－

Ｂ組・勝敗表

※日付は日本時間。１、２位と4、５位は得失点差など大会規定による

中
日
∧
山
井
∨
―
巨
人
∧
田
口
∨

時
・
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

阪
神
∧
藤
浪
∨
―
ヤ
ク
ル
ト
∧
杉

浦
∨

時
・
甲
子
園

広
島
∧
ジ
ョ
ン
ソ
ン
∨
―
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
∧
山
口
∨

時

分
・
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

日
本
ハ
ム
∧
中
村
∨
―
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
∧
ス
タ
ン
リ
ッ
ジ
∨

時

・
札
幌
ド
ー
ム

西
武
∧
十
亀
∨
―
オ
リ
ッ
ク
ス

∧
近
藤
∨

時
・
西
武
プ
リ
ン

ス
ド
ー
ム

ロ
ッ
テ
∧
古
谷
∨
―
楽
天
∧
戸

村
∨

時
・
Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド

県

内

サ
ッ
カ
ー

プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
リ
ー
グ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
―
バ

ニ
ー
ズ
京
都
（

時
・
県
営
八
代

運
動
公
園
）

野
球

九
州
地
区
高
校
熊
本
大

会
（
９
時

分
・
藤
崎
台
県
営
野

球
場
ほ
か
）
▽
熊
本
四
大
学
秋
季

リ
ー
グ（

時
・
山
鹿
市
民
球
場
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

西
日
本
シ
ニ

ア
大
会
（

時
・
八
代
市
球
磨
川

河
川
敷
緑
地
）

大
相
撲

秋
場
所
９
日
目
（
８

時

分
・
両
国
国
技
館
）

野
球

東
京
六
大
学
リ
ー
グ

法
大
―
東
大
、
立
大
―
明
大
（

時
・
神
宮
）
▽
関
西
学
生
リ
ー
グ

近
大
―
立
命
大
、
京
大
―
同
大

（

時

分
・
大
阪
市
南
港
中
央
）

▽
関
西
六
大
学
リ
ー
グ

大
経
大

―
大
院
大
、大
商
大
―
神
院
大（

時
・
わ
か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
男
子
大
会
第
９
日
（

時

分
・
国
立
代
々
木
競
技
場
ほ
か
）

テ
ニ
ス

東
レ
・
パ
ン
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
オ
ー
プ
ン
第
１
日
（

時
・
東
京
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園

懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
懸

九
学

女
子
も
制
す

⊂⊂⊂
⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∧

⊂⊂⊂
⊂

∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

男
子
リ
レ
ー

大
会
新
Ｖ

ア
ン
カ
ー
逃
げ
切
る

○
…
男
子
１
６
０
０
㍍
リ

レ
ー
の
九
州
学
院
は
、
レ
ー

ス
中
盤
ま
で
八
代
に
先
行
さ

れ
る
苦
し
い
展
開
だ
っ
た

が
、
３
走
の
萬
壽
洸
樹
が
先

頭
に
出
る
と
、
ア
ン
カ
ー
齊

藤
勇
真
が
逃
げ
切
っ
た
。

２
走
の
赤
﨑
陸
は
「
１
走

の
山
村

直
人

で
先
頭
に
立

つ
つ
も
り
だ
っ
た
。
想
定
外
」

と
驚
き
つ
つ
も
猛
追
し
、
八

代
の
背
中
を
捉
え
て
３
走

へ
。
萬
壽
は
最
初
の
コ
ー
ナ

ー
を
曲
が
る
と
先
頭
へ
躍
り

出
た

た
だ

思
い
っ
き
り
離

そ
う
」
と
仕
掛
け
た
も
の
の
、

差
は
広
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
。

齊
藤
も
残
り
１
５
０
㍍
ま

で
背
後
に
張
り
つ
か
れ
た

が
、
冷
静
だ
っ
た
。
「
し
っ

か
り
腕
を
振
る
こ
と
だ
け
考

え
た
」
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

フ
ォ
ー
ム
で
加
速
し
て
振
り

切
っ
た
。
「
大
会
記
録
を
更

新
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
満

足
げ
に
汗
を
拭
っ
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

大
会
新

あ
と
一
歩

○
…
女
子
七
種
競
技
を
制

し
た
堀
田
葉
月
（
熊
本
西
）

は
、
最
終
種
目
の
８
０
０
㍍

を
２
分

秒
で
走
れ
ば
大
会

記
録
の
得
点
だ
っ
た
が
、
残

り
２
０
０
㍍
で
失
速
し
て
４

秒
ほ
ど
届
か
な
か
っ
た
。「
前

の
種
目

や
り
投
げ

で
点
を

取
れ
な
か
っ
た
つ
け
が
回
っ

て
き
た
」と
肩
を
落
と
し
た
。

「
初
日
は
自
己
ベ
ス
ト
よ

り
も
数
十
点
良
か
っ
た
」
と

好
調
だ
っ
た
は
ず
が
、
最
終

日
の
後
半
は
調
子
が
上
が
ら

な
か
っ
た
。
「
や
り
投
げ
で

ラ
イ
ン
を
踏
む
ミ
ス
も
あ
っ

た
。
日
ご
ろ
の
行
い
の
せ
い

か
な
」
と
首
を
か
し
げ
た
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

第

回
全
九
州
高
校
陸
上

新
人
対
校
選
手
権
県
予
選
最

終
日
は

日
、
う
ま
か
な
・

よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で

種

目
の
決
勝
と
女
子
七
種
競
技

の
後
半
を
行
っ
た
。
男
子
１

６
０
０
㍍
リ
レ
ー
は
、
九
州

学
院
が
大
会
新
記
録
の
３
分

秒

で
優
勝
し
、
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
と
の
２
冠
達
成
。

２
位
の
八
代
も
３
分

秒

で
大
会
記
録
を
上
回
っ
た
。

九
州
学
院
の
リ
レ
ー
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
、
齊
藤
勇
真
は

個
人
種
目
の
２
０
０
㍍
で
も

優
勝
し
、
赤
﨑
陸
は
初
日
の

４
０
０
㍍
と
合
わ
せ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
３
冠
に
輝
い
た
。
男

子
１
１
０
㍍
障
害
で
は
、
前

日
の
１
０
０
㍍
を
制
し
た
瀬

川
湧
馬
（
熊
本
中
央
）
が
勝

っ
た
。

女
子
の
１
６
０
０
㍍
リ
レ

ー
も
九
州
学
院
が
優
勝
し

た
。
メ
ン
バ
ー
の
濵
岡
史
奈

は
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
と
障

害
２
種
目
を
合
わ
せ
て
４

冠
。
２
０
０
㍍
は
宮
﨑
亜
美

香
（
必
由
館
）
が
ト
ッ
プ
、

七
種
競
技
は
堀
田
葉
月
（
熊

本
西
）
が
１
位
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
個
人
２
種
目
制
覇
と

な
っ
た
。

各
種
目
の
上
位
３
位
（
混

成
は
２
位
ま
で
）
は
、

月

９
〜

日
に
長
崎
県
立
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

か
れ
る
全
九
州
新
人
選
手
権

に
出
場
す
る
。

（
正
午
の
天
候
晴
れ
、
気
温

・
０
度
、
湿
度

％
、
南

南
東
の
風
０
・
３
㍍
）

（
山
本
遼
）

【
男
子
】
▽
２
０
０
㍍

①
齊

藤
勇
真
（
九
州
学
院
）

秒

②

幸
村（
八
代
）

秒

③
安
永（
同
）

秒▽
１
１
０
㍍
障
害

①
瀬
川
湧

馬
（
熊
本
中
央
）

秒

②
丹
羽

（
九
州
学
院
）

秒

③
堤
（
熊

本
工
）

秒

▽
３
０
０
０
㍍
障
害

①
山
城

ケ
イ
ン
（
九
州
学
院
）
９
分

秒

②
大
藏
（
同
）
９
分

秒

③

吉
田
（
八
代
東
）
９
分

秒

▽
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
九

州
学
院
（
山
村
、
赤
﨑
、
萬
壽
、

齊
藤
）
３
分

秒

②
八
代
（
宮

永
、
安
永
、
林
、
幸
村
）
３
分

秒

‖
以
上
、
大
会
新
③
熊
本
中

央
３
分

秒

▽
走
り
高
跳
び

①
蓑
田
凌
生

（
熊
本
工
）
１
㍍

②
大
塚
（
熊

本
西
）１
㍍

③
恒
松（
多
良
木
）

１
㍍▽

三
段
跳
び

①
太
田
樹
（
熊

本
中
央
）

㍍

②
植
村
（
熊
本

工
）

㍍

③
林

八
代

㍍

▽
や
り
投
げ

①
濵
元
伸
乃
介

（
牛
深
）

㍍

②
神
田
（
天
草

工
）

㍍

③
村
本
（
熊
本
西
）

㍍▽
学
校
対
抗

①
九
州
学
院

点
②
熊
本
中
央

点
③
熊
本
工

点
【
女
子
】
▽
２
０
０
㍍

①
宮

﨑
亜
美
香
（
必
由
館
）

秒

②

有
働
（
八
代
東
）

秒

③
有
働

（
九
州
学
院
）

秒

▽
３
０
０
０
㍍

①
大
野
遥
香

（
ル
ー
テ
ル
）
９
分

秒

②
緒

方
（
千
原
台
）
９
分

秒

③
松

原
（
信
愛
女
学
院
）
９
分

秒

▽
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
九

州
学
院
（
濵
岡
、
山
村
、
溝
上
、

有
働
）
３
分

秒

②
八
代
４
分

７
秒

③
熊
本
中
央
４
分
９
秒

▽
砲
丸
投
げ

①
守
川
知
杏

（
国
府
）

㍍

②
澤
田
（
同
）

㍍

③
高
松
（
第
二
）
８
㍍

▽
七
種
競
技

①
堀
田
葉
月

（
熊
本
西
）
４
３
８
９
点
②
池
田

（
熊
本
中
央
）
３
６
０
０
点
③
白

石
（
熊
本
西
）
３
２
４
３
点

▽
学
校
対
抗

①
九
州
学
院

点
②
必
由
館

点
③
熊
本
西

点

【
男
子
１
６
０
０
㍍
リ
レ
ー
決
勝
】
九
州
学
院
の
３
走
萬
壽

（
１
４
２
３
）か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
走
る
４
走
の
齊
藤
（
１

４
２
１
）

う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム

【
女
子
七
種
競
技
・
８
０
０
㍍
】
４
０
０
㍍
す
ぎ
で

先
頭
を
走
る
堀
田
葉
月
（
熊
本
西
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

開
新
な
ど

３
回
戦
へ

九
州
高
校
野
球

熊

本

大

会

第
１
３
７
回
九
州
地
区
高

校
野
球
熊
本
大
会
第
８
日
は

日
、
県
営
八
代
野
球
場
で

２
回
戦
３
試
合
を
行
い
、
開

新
、
小
川
工
、
鎮
西
が
３
回

戦
に
進
ん
だ
。

開
新
は
初
回
い
き
な
り
４

点
を
失
っ
た
が
、
六
回
に
一

気
に
追
い
付
き
八
回
に
は
勝

ち
越
し
、
５
―
４
で
熊
本
工

に
逆
転
勝
ち
し
た
。
小
川
工

は
五
回
に
一
挙
６
点
を
奪
う

な
ど

―
１
の
七
回
コ
ー
ル

ド
で
玉
名
工
に
快
勝
。
鎮
西

は
序
盤
か
ら
得
点
を
重
ね
、

８
―
１
の
八
回
コ
ー
ル
ド
で

阿
蘇
中
央
を
押
し
切
っ
た
。

▽
２
回
戦

藤
崎
台
県
営
野
球
場

東
海
大

星

翔
―
国

府

９
時
半

高
専八

代
―
球
磨
工

正

午

松

橋
―
九
州学

院

時
半

県
営
八
代
野
球
場

必
由
館
｜
文

徳

９
時
半

熊

本
｜
玉

名

正

午

有

明
｜
人

吉

時
半

慈
寺字字

字字字
字字字

字字字
字字字

字字字
字字字

児
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
時

字字字
字字字

字字字
字字字

字字字
字字字

字字

持
慈

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

熊
本
工
４
０
０
０
０
０
０
０
０
─
４

開

新
０
０
０
０
０
４
０
１
×
─
５

▽
２
回
戦

（
熊
）
富
永
、
山
口
｜
江
藤

（
開
）
池
田
、
山
本
｜
吉
川

▽
本
塁
打

鶴
田
（
熊
）

（
熊
）

７
４
６
６
３
４
１
８
０

打
安
点
振
球
犠
盗
失
残
併

（
開
）

５
５
３
４
１
０
１
４
１

小
川
工
２
０
１
０
６
０
２
─

玉
名
工
１
０
０
０
０
０
０
─
１

（
小
）

０
６
３
２
０
８
０

打
安
点
振
球
犠
盗
失
残
併

（
玉
）

８
１
３
２
１
１
２
９
０

阿
蘇
中
央０

０
０
０
１
０
０
０
─
１

０
１
０
１
１
２
０

─
８

鎮

西

（
阿
）

８
１
３
４
１
０
２
８
２

打
安
点
振
球
犠
盗
失
残
併

（
鎮
）

５
０
５
６
３
０
８
１

▽
二
塁
打

永
田
、
溝
越
（
熊
）

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
小
）
平
野
、
笠
原
｜
児
玉

（
玉
）
松
岡
、
宮
崎
｜
澤
田

▽
本
塁
打

坂
本
凜
（
小
）

▽
三
塁
打

近
藤
（
玉
）
▽
二
塁

打

宮
崎
（
玉
）
坂
本
凜
、
児
玉

（
小
）

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
阿
）
岩
下
竜
、
岡
｜
西
本
直
、

坂
本
（
鎮
）
高
植
、
朝
久
｜
竹
村

▽
二
塁
打

廣
田
（
阿
）

九
州
地
区
選
手
権
予
選
を

兼
ね
た
熊
本
四
大
学
野
球
秋

季
リ
ー
グ
第
３
週
第
２
日
は

日
、
山
鹿
市
民
球
場
で
２

試
合
を
行
っ
た
。
勝
ち
点
２

で
並
ぶ
２
校
の
対
戦
は
、
前

日
敗
れ
た
東
海
大
九
州
が
４

―
３
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
崇

城
大
に
雪
辱
。
両
校
は
優
勝

を
懸
け
て

日
午
前

時
か

ら
同
球
場
で
第
３
戦
を
行

う
。東

海
大
九
州
は
０
―
１
の

二
回
、
長
短
４
連
打
で
３
点

を
奪
い
逆
転
し
た
。
九
回
表

に
３
｜
３
と
追
い
つ
か
れ
た

が
、
そ
の
裏
、
先
頭
の
猪
口

雄
大
（
東
海
大
星
翔
高
出
）

が
二
塁
打
。
犠
打
の
後
、
代

打
・
前
田
綾
斗
（
多
良
木
高

出
）
が
中
犠
飛
を
放
ち
、
試

合
を
決
め
た
。

学
園
大
は
７
｜
５
の
逆
転

勝
ち
で
熊
本
大
に
連
勝
し
、

勝
ち
点
１
を
獲
得
。
学
園
大

の
３
位
、
熊
本
大
の
４
位
が

確
定
し
た
。
（
萩
原
亮
平
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

熊本四大学野球秋季リーグ東海大九州も王手

【
東
海
大
九
州
―
崇
城
大
】
９
回
裏
、
東
海

大
九
州
１
死
三
塁
。
前
田
の
犠
飛
で
三
走
・

江
頭

左

が
生
還
し
、
４
―
３
の
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
を
収
め
る

山
鹿
市
民
球
場

【
ブ
ラ
イ
ト
ン
（
英
国
）

共
同
】
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
大
会
第
２
日
は

日
、
英
国
南
部
ブ
ラ
イ
ト
ン

な
ど
で
行
わ
れ
、
１
次
リ
ー

グ
Ｂ
組
の
日
本
（
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ

位
）
は
初
戦
で
Ｗ

杯
２
度
優
勝
の
南
ア
フ
リ
カ

（
同
３
位
）
に

―

で
逆

転
勝
ち
し
た
。
Ｗ
杯
で
は
１

９
９
１
年
大
会
以
来
、

年

ぶ
り
の
白
星
。
歴
史
的
勝
利

で
、
初
の
８
強
入
り
に
向
け

て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

【
１
面
参
照
】

日
本
は
前
半
７
分
に
Ｆ
Ｂ

五
郎
丸
（
ヤ
マ
ハ
発
動
機
）

の
Ｐ
Ｇ
で
先
制
。
フ
ラ
ン
カ

ー
の
リ
ー
チ
主
将
（
東
芝
）

の
ト
ラ
イ
な
ど
で

―

と

競
り
合
っ
て
折
り
返
し
た
。

後
半
も
再
三
リ
ー
ド
を
許
し

な
が
ら
も
五
郎
丸
の
ト
ラ
イ

と
４
Ｐ
Ｇ
な
ど
で
食
ら
い
付

き
、
３
点
を
追
う
ロ
ス
タ
イ

ム
に
バ
ッ
ク
ス
の
ヘ
ス
ケ
ス

（
サ
ニ
ッ
ク
ス
）
が
逆
転
ト

ラ
イ
を
決
め
た
。

勝
ち
点
４
を
挙
げ
た
日
本

は
、

日
に
世
界

位
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
第
２
戦

に
臨
む
。

日本果敢 土壇場トライ

▽交代 【日】マフィ＝ＮＴＴコミュニケ

ーションズ（ツイ）山下＝神戸製鋼（畠山）

真壁＝サントリー（大野）稲垣＝パナソニ

ック（三上）日和佐＝サントリー（田中）

木津＝神戸製鋼（堀江）田村＝ＮＥＣ（小

野）ヘスケス＝サニックス（山田）【南】

ニャカネ（ムタワリラ）ストラウス（Ｂ・

デュプレシー）ウェストハイゼン（Ｊ・デ

ュプレシー）コリシ（デュトイ）デュプレ

ア（ピナール）ポラード（ランビー）エツ

ベス（デヤーヘル）ピーターセン（ムボボ）

ムタワリラ（ニャカネ）

（）〔

〕［］

日

本

（
４
）

｜｜

南
ア
フ
リ

カ（
２
）

【
１
次
リ
ー
グ
】

▽
Ｂ
組

南

ア
２
１
０

２
２
２

Ｔ
Ｇ
Ｐ
前

Ｔ
Ｇ
Ｐ
後

計

日

本
１
１
１

２
１
４

【
評
】
日
本
は
豊
富
な
運
動
量
で
攻
め
続
け
、
果
敢
な

タ
ッ
ク
ル
も
光
っ
た
。
前
半
は
と
も
に
モ
ー
ル
か
ら
ト
ラ

イ
を
挙
げ

―

で
の
折
り
返
し
。

―

の
後
半

分

に
サ
イ
ン
プ
レ
ー
が
決
ま
っ
て
Ｆ
Ｂ
五
郎
丸
の
ト
ラ
イ
と

ゴ
ー
ル
で
同
点
。
Ｐ
Ｇ
で
再
び
リ
ー
ド
さ
れ
た
が
、
終
了

間
際
は
足
が
止
ま
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
を
ゴ
ー
ル
前
に
く
ぎ

付
け
に
し
、
最
後
は
途
中
出
場
の
ヘ
ス
ケ
ス
が
逆
転
ト
ラ

イ
を
決
め
た
。

【日本―南アフリカ】前半、先制のＰＧ

を決める五郎丸＝ブライトン（共同）

ラグビーＷ杯の南アフリカ戦終了間際、逆転のトライを決めるヘスケス
＝ 日、英国南部ブライトン（共同）

Ｆ
Ｗ

勝
ち
に
い
く

―

の
後
半
ロ
ス
タ
イ
ム
、
反
則
を
も
ら

っ
た
日
本
が
ス
ク
ラ
ム
を
選
択
す
る
と
、
総
立

ち
の
観
客
が
騒
然
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
カ
ー
の

リ
ー
チ
主
将
は
「
Ｆ
Ｗ
は
勝
ち
に
い
く
気
持
ち

だ
っ
た
」
。
プ
ロ
ッ
プ
の
稲
垣
も
「
ど
う
組
め

ば
い
い
か
、
明
確
に
な
っ
て
い
た
。
ス
ク
ラ
ム

に
懸
け
よ
う
」
。
意
思
統
一
し
た
日
本
は
Ｐ
Ｇ

で
の
同
点
を
狙
わ
ず
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
た
。

シ
ン
ビ
ン
（
一
時
退
場
）
で
１
人
少
な
い
南

ア
フ
リ
カ
に
重
圧
を
か
け
て
右
に
展
開
。
あ
と

一
歩
で
阻
ま
れ
る
と
、
磨
き
上
げ
た
速
い
テ
ン

ポ
の
パ
ス
回
し
で
反
対
へ
大
き
く
振
り
、
Ｗ
Ｔ

Ｂ
ヘ
ス
ケ
ス
が
左
隅
に
飛
び
込
ん
だ
。
強
み
を

出
し
切
っ
て
の
劇
的
な
逆
転
で
、
優
勝
候
補
か

ら
Ｗ
杯

年
ぶ
り
の
勝
利
を
挙
げ
た
。
ジ
ョ
ー

ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

Ｈ
Ｃ

は
「
勇
敢
と
い

う
言
葉
以
上
の
も
の
だ
っ
た
。
Ｗ
杯
史
上
最
高

の
ゲ
ー
ム
の
一
つ
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

開
始
５
分
す
ぎ
の
ス
ク
ラ
ム
。
警
戒
し
て
い

た
平
均
体
重
１
１
６
㌔
の
重
圧
を
耐
え
る
と
フ

ッ
カ
ー
の
堀
江
は
「
日
本
の
強
み
を
出
せ
ば
勝

て
る
」
と
確
信
し
た
。
世
界
で
も
独
特
な
パ
ス

主
体
の
速
い
動
き
で
突
破
を
図
る
。
密
集
で
リ

ズ
ム
を
狂
わ
そ
う
と
し
た
南
ア
フ
リ
カ
の
焦
り

と
反
則
を
誘
い
、
終
盤
ま
で
食
ら
い
つ
い
た
。

前
回
大
会
ま
で
Ｗ
杯
ワ
ー
ス
ト
の

試
合
連

続
未
勝
利
だ
っ
た
。
弱
点
だ
っ
た
ス
ク
ラ
ム
は

武
器
に
ま
で
強
化
さ
れ
、
バ
ッ
ク
ス
は
多
彩
な

攻
撃
を
発
揮
し
た
。
終
盤
に
交
代
出
場
し
た
ヘ

ス
ケ
ス
が
決
勝
ト
ラ
イ
と
、
Ｈ
Ｃ
の
采
配
も
的

中
。
ロ
ッ
ク
の
大
野
は
「
勝
つ
な
ら
こ
の
シ
ナ

リ
オ
と
い
う
の
が
、
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
と
は
ま
っ

た
」
。
４
年
間
の
成
長
を
凝
縮
さ
せ
、
ラ
グ
ビ

ー
発
祥
の
地
で
歴
史
的
勝
利
を
手
に
し
た
。

（
共
同

渡
辺
匡
）

頼
も
し
い
右
足
が
、
歴
史
的
勝

利
を
引
き
寄
せ
た
。
Ｆ
Ｂ
五
郎
丸

は

得
点
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
で
の

個
人
最
多
得
点
記
録
に
並
び
、
世

界
に
力
を
示
し
た
。
重
責
を
果
た

し
「
た
ま
た
ま
き
ょ
う
僕
が
キ
ッ

ク
を
決
め
た
だ
け
。
世
界
の
フ
ァ

ン
を
驚
か
せ
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
充
実
感
に
浸
っ
た
。

試
合
の
光
景
が
夢
に
ま
で
出
て

「
緊
張
し
て
蹴
れ
な
い
か
と
思
っ

た
が
、
試
合
に
入
っ
た
ら
楽
し
か

っ
た
」と
い
う
。表
情
を
変
え
ず
、

９
度
の
キ
ッ
ク
機
会
で
７
本
、
ゴ

ー
ル
ポ
ス
ト
の
間
を
抜
い
た
。
圧

巻
は

―

で
迎
え
た
後
半

分

だ
。
味
方
が
パ
ス
で
崩
し
た
の
を

見
て
勢
い
よ
く
走
っ
て
ト
ラ
イ
。

直
後
、
右
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
近
い

位
置
か
ら
難
し
い
同
点
ゴ
ー
ル
キ

ッ
ク
も
決
め
た
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

か
ら
は
世
界
レ
ベ
ル
の
成
功
率

％
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
メ
ン
タ

ル
コ
ー
チ
と
二
人
三
脚
で
確
立
し

た
と
い
う
、
両
手
を
体
の
前
で
合

わ
せ
、
体
を
か
が
め
て
か
ら
蹴
る

動
作
に
も
「
満
足
す
る
こ
と
は
な

い
」
と
最
高
の
形
を
模
索
し
、
最

近
も
ス
テ
ッ
プ
を
見
直
し
た
。

歳
で
代
表
デ
ビ
ュ
ー
し
、

年
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
夢
窑

台

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
歴

史
を
一
つ
変
え
た
が
、
こ
の
先
も

っ
と
大
き
な
も
の
を
変
え
た
い
」

と
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
。

（
共
同

渡
辺
匡
）

さえるキック 得点源に ＦＢ五郎丸
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂⊂⊂
⊂⊂⊂

⊂

◇
東
京
六
大
学
リ
ー
グ
（

日

・
神
宮
）

明
大
｜
立
大
２
回
戦
（
１
勝
１

敗
）

明

大
０
０
０
２
０
２
０
０
０
─
４

立

大
０
０
０
０
０
０
１
０
０
─
１

東

大
１
２
０
１
０
０
０
０
０
─
４

法

大
０
１
０
０
５
０
０
０
×
─
６

城
西
大
１
０
０
０
０
０
０
０
１
─
２

筑
波
大
１
０
１
０
０
１
３
２
×
─
８

日
体
大
０
０
０
０
０
０
０
０
０
─
０

帝
京
大
１
１
０
０
０
０
０
１
×
─
３

大

東

大
０
０
１
０
０
０
０
２
０
─
３

０
０
０
０
０
０
５

×
─

桜
美
林
大

東
経
大
０
０
０
０
０
０
０
０
０
─
０

東
海
大
０
０
３
０
０
０
０
０
×
─
３

同

大
０
３
２
０
４
０
２
０
０
─

京

大
０
１
０
０
０
１
０
０
０
─
２

立
命
大
２
３
０
１
０
２
０
０
１
─
９

近

大
３
０
０
０
０
０
０
０
０
─
３

神
院
大
１
０
０
１
３
０
０
０
０
─
５

大
商
大
０
０
０
０
２
０
０
０
０
─
２

大
院
大
０
０
０
０
１
０
０
０
０
─
１

大
経
大
０
２
０
０
０
０
１
０
×
─
３

龍
谷
大
１
０
０
０
０
０
０
０
０
─
１

京
産
大
０
０
３
０
０
１
３
０
×
─
７

九
産
大
０
０
２
０
１
１
０
０
０
─
４

福
教
大
０
０
０
０
０
０
０
０
０
─
０

福
工
大
０
０
０
１
０
０
０
０
０
─
１

九
共
大
０
０
０
２
０
０
０
２
×
─
４

東
大
｜
法
大
２
回
戦
（
１
勝
１

敗
）

◇
首
都
大
学
リ
ー
グ
（

日
・

サ
ー
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
相
模
原
ほ

か
）▽

２
回
戦
（
筑
波
大
２
勝
）

▽
同
（
帝
京
大
２
勝
）

▽
同
（
１
勝
１
敗
）

▽
同
（
東
海
大
２
勝
）

◇
関
西
学
生
リ
ー
グ
（

日
・

南
港
中
央
）

同
大
｜
京
大
１
回
戦
（
同
大
１

勝
）

立
命
大
｜
近
大
１
回
戦
（
立
命

大
１
勝
）

◇
関
西
六
大
学
リ
ー
グ
（

日

・
わ
か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
）

神
院
大
｜
大
商
大
２
回
戦
（
１

勝
１
敗
）

大
院
大
｜
大
経
大
２
回
戦
（
１

勝
１
敗
）

龍
谷
大
｜
京
産
大
２
回
戦
（
京

産
大
２
勝
）

◇
福
岡
六
大
学
リ
ー
グ
（

日

・
九
共
大
）

▽
２
回
戦
（
九
産
大
２
勝
）

▽
同
（
九
共
大
２
勝
）

▽
同
（
日
経
大
２
勝
）

日
経
大
３
１
０
０
０
１
３
０
１
─
９

九
工
大
１
０
０
０
０
１
１
０
０
─
３

▼日本の快挙、世界が
称賛
海外のラグビー関係者

やファンも日本の快挙に
称賛を惜しまなかった。
ＳＯとしてイングラン

ドの2003年Ｗ杯優勝に貢
献したジョニー・ウィル
キンソン氏は短文投稿サ
イトのツイッターで「と
にかく日本は素晴らしか
った。最後の数分から、
心臓の高鳴りが止まらな
い」と絶賛。Ｗ杯通算最
多の トライをマークし
た元ニュージーランド代
表のジョナ・ロムー氏は
ツイッターに「この結果
でＷ杯が活気づく」と記
した。
年にイングランドを

監督として優勝に導いた
クライブ・ウッドワード
氏はツイッターで日本が
終盤にＰＧを選択せずス
クラムから逆転を狙った
ことを「Ｗ杯史上、最大
の選択」と表現した。

日
本
の
方
が
チ
ー
ム
の
完

成
度
が
数
段
上
だ
っ
た
。
南

ア
フ
リ
カ
も
ま
さ
か
日
本
が

こ
こ
ま
で
や
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ラ
グ

ビ
ー
に
番
狂
わ
せ
は
な
い
。

本
当
に
力
が
付
い
た
。
歴
史

を
変
え
る
一
戦
と
な
っ
た
。

勝
因
の
一
つ
は
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
。
一
人
一
人
の
タ
ッ
ク

ル
の
精
度
が
非
常
に
高
く
、

タ
ッ
ク
ル
し
た
後
に
立
ち
上

が
る
ス
ピ
ー
ド
も
非
常
に
速

か
っ
た
。
当
た
り
負
け
も
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｗ
杯
前
の

テ
ス
ト
マ
ッ
チ
で
は
や
ら
れ

て
い
た
ボ
ー
ル
争
奪
戦
で
も

取
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
改
善
さ
れ
て
い
た
。

セ
ッ
ト
プ
レ
ー
も
す
ご
く
良

か
っ
た
。

ラ
ス
ト

分
ま
で
僅
差
で

持
ち
込
め
た
の
も
大
き
い
。

日
本
は
体
力
で
勝
て
る
自
信

が
あ
っ
た
。
終
盤
に
相
手
は

シ
ン
ビ
ン
（
一
時
退
場
）
で

１
人
少
な
か
っ
た
し
、
最
後

ま
で
ト
ラ
イ
を
狙
い
に
い
く

選
択
は
間
違
っ
て
い
な
い
。

日
本
が
や
ろ
う
と
す
る
試
合

が
で
き
た
。

リ
ー
チ
主
将
は
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
、
ア
タ
ッ
ク
と
も
チ
ー

ム
を
引
っ
張
り
、
松
島
の
防

御
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
４

年
か
け
て
強
化
し
て
き
た
フ

ィ
ジ
カ
ル
面
で
互
角
に
戦
え

た
の
は
自
信
に
な
る
。
疲
労

を
取
り
、
こ
の
日
の
よ
う
に

最
後
ま
で
走
り
勝
っ
て
い
く

試
合
が
で
き
れ
ば
、
（
次
戦

の
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
も

十
分
勝
機
が
あ
る
。

（
元
日
本
代
表
）

◇もとき・ゆきお ＣＴＢと

して明大で３度の大学日本一、

神戸製鋼では 年の日本選手権

７連覇などに貢献。 歳で日本

代表入りし、Ｗ杯メンバーには

年から４大会連続で選ばれ

た。通算 キャップ。 年に引

退。 年から京産大コーチ。大

阪府出身。 歳。

字字字
字字字

字字字
字字字

字字字
字字字

字字字
字字字

字字字
字字

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

⌒⊥⊥
⊥⊥⊥

⊥⊥⊥
⊥⊥⊥

⊥⊥⊥
⊥⊥⊥

⊥⊥⊥
⊥⊥⊥

⊥⊥⊥
⊥⊥⊥

⊥⊥

歴史を変える一戦

▼中３日で次戦、疲労回復が鍵

好発進した日本は中３日で第２戦のスコットランド

戦を迎える。体力の消耗が激しいラグビーの代表戦は

通常１週間前後の間隔を置く。スコットランドにとっ

ては大会初戦で、日本は疲労の回復が勝敗のポイント

の一つになりそうだ。中３日対策はジョーンズ・ヘッドコーチ就任後から

取り組み、１週間で３試合の過密日程を経験させたこ

とがある ヘッドコーチは 目標はあくまで８強 きょ

うのように観客を味方につけたい」と意欲を示した。

《》

「」

サ

モ

ア

（
４
）

｜
８
｜
８

米

国

（
０
）

《》

「」

ジ
ョ
ー
ジ

ア（
４
）

｜
３

７
｜
７

ト

ン

ガ

（
１
）

《》

「」

フ
ラ
ン
ス

（
４
）

｜
３
｜
７

イ
タ
リ
ア

（
０
）

《》

「」

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
（
５
）

｜
０
｜
７

７
カ

ナ

ダ

（
０
）

【
１
次
リ
ー
グ
】

▽
Ｂ
組

▽
Ｃ
組

▽
Ｄ
組

連
敗
９
で
ス
ト
ッ
プ

野球
…
東
海
大
九
州
は
、
公

式
戦
９
連
敗
中
だ
っ
た
崇
城

大
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
４
季

ぶ
り
の
王
座
へ
意
地
を
見
せ

た
。
南
部
正
信
監
督
は
「
崇

城
大
の
佐
藤
祐
太
投
手
か
ら

得
点
し
た
の
も
久
し
ぶ
り
。

終
盤
も
粘
り
が
あ
っ
た
」
と

え
び
す
顔
。

１
点
リ
ー
ド
の
九
回
表

は
、
守
備
の
乱
れ
も
あ
っ
て

同
点
と
さ
れ
、
な
お
１
死
満

塁
。
し
か
し
、
後
続
の
一
ゴ

ロ
を
猪
口
雄
大
が
バ
ッ
ク
ホ

ー
ム
で
本
塁
封
殺
す
る
な
ど

ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
た
。
直

後
の
攻
撃
で
は
、
先
頭
の
猪

口
が
左
中
間
を
破
る
二
塁
打

で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
お
膳
立

て
。
攻
守
で
光
っ
た
１
年
生

は
「
リ
ー
グ
開
幕
か
ら
打
て

な
か
っ
た
が
、
大
事
な
場
面

で
結
果
を
出
せ
た
」
と
胸
を

張
っ
た
。

崇
城
大
（
５
勝
２
敗
、
勝
ち
点
２
）

１
０
１
０
０
０
０
０
１
─
３

０
３
０
０
０
０
０
０

─
４

東
海
大
九
州

学
園
大
（
３
勝
４
敗
、
勝
ち
点
１
）

０
０
０
０
０
１
１
０
３

１
０
０
３
０
１
０
０
０

熊
本
大
（
１
勝
６
敗
）

２
─
７

０
─
５

（
５
勝
２
敗
、
勝
ち
点
２
）

▽
二
塁
打

米
井
、
岩
田
（
崇
）

猪
口
２
、
伴
（
東
）

（
延
長
十
回
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

▽
二
塁
打

有
吉（
学
）重
原（
熊
）
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